
平成２７年度第１回座間市地下水採取審査委員会会議録 

 

１ 日 時  平成２７年５月８日（金） １０時～１０時３５分 

２ 場 所  座間市役所 ５－２会議室 

３ 出席者 

  委 員  守田委員（委員長）、村田委員（副委員長）、宮下委員、田原委員 

  事務局  圓城環境経済部長、波多野環境政策課長、雨田副主幹兼環境保全係長、清水主事、

古橋主事 

４ 公開の可否 

  ☑公開 □一部公開 □非公開 

５ 傍聴人数 １人 

６ 議 題  リニア中央新幹線建設に係る地下水対策検討委員会の設立についての要望書に対

する東海旅客鉄道㈱の回答について（報告） 

７ 配布資料 

 ・中央新幹線（品川・名古屋間）建設に係る地下水対策検討委員会の設立に関する要望書の提

出について（建議）（資料１） 

 ・中央新幹線（品川・名古屋間）建設に係る地下水対策検討委員会の設立について（要望）（資

料２） 

 ・中央新幹線（品川・名古屋間）建設にかかわる地下水対策検討委員会の設立について（回答）

（資料３） 

８ 議事 

 ⑴ 委員長及び副委員長の選出 

   守田委員が委員長、村田委員が副委員長に選出されました。 

 ⑵ 開会のあいさつ（圓城環境経済部長） 

 ⑶ リニア中央新幹線建設に係る地下水対策検討委員会の設立についての要望書に対する東海

旅客鉄道㈱の回答について（報告） 

  ア 事務局からの経緯報告 

    平成２６年度第３回座間市地下水採取審査委員会（平成２７年１月３０日）での審議を

経て、平成２７年２月２０日に建議書（資料１）をいただきました。建議書をもとに要望

書（資料２）を作成し、２月２６日付で東海旅客鉄道株式会社に提出しました。要望書で

は、３月２０日までに見解を文書で回答するよう求めたところ、３月２０日に東海旅客鉄

道株式会社から文書による回答（資料３）がありました。本日は資料３の内容について審

議をお願いします。 

  イ 東海旅客鉄道㈱の回答（資料３）についての審議 

   （ア） モニタリング内容の検討・説明について 



      ・学識経験者等に意見をいただくとあるが、地下水モニタリングに精通した学識経

験者等を選定する必要がある。 

      ・モニタリング内容の決定前に座間市が意見を述べる機会が必要である。 

      ・東海旅客鉄道㈱の説明は文書提出のみではなく説明会形式で行い、着工前の詳細

な調査データを提示し、座間市地下水採取審査委員会委員同席のうえ、議論する

ことを要望する。 

   （イ） モニタリング結果の公表・報告について 

      ・モニタリング結果の公表・報告の頻度が非常に重要である。工事の進行に合わせ

て、定期的にリアルタイムに近い頻度で公表・報告するよう要望する。必要に応

じて座間市のデータを東海旅客鉄道㈱に提供する。 

   （ウ） その他 

      ・工事のスケジュールの詳細を事前に通知するよう要望する。 

      ・座間市のモニタリング体制についても検討していく必要がある。 

      ・リニア中央新幹線建設に係る地下水への影響について、近隣地方公共団体と連携

して対応していくべきである。 

 ⑶ 閉会のあいさつ（波多野環境政策課長） 








	

